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1.問題の所在	
 

現代では、大学図書館が果たす基本的機能の

重要性は不変であるものの、最近の大学及び大

学図書館を巡る大きな環境変化の中で、大学図

書館は多様な課題に直面していることが指摘さ

れている。具体的にこの環境の変化とは何を指

すのか。大きくわけ 2 点あげられる。1 点目は、

インターネットの普及に代表される社会全体に

おける電子化の進展と学術情報流通の変化であ

る。インターネットの進化・普及により、印刷

物にしかなかった情報が電子化され、携帯電話

やコンピュータさえあれば簡単に情報を手に入

れられる時代となった。大学図書館の利用者は、

印刷物や電子版を含む多種多様なフォーマット

で情報を入手することを前提とするように変化

した。印刷物が重要な学術情報であることに変

わりはないが、それだけに頼る必要はなくなっ

たのである。また、電子的な学術情報資源の普

及により、図書館不要論、電子図書館論が起こ

ったことにも触れておく。次に 2 点目として、

大学を巡る財政面、制度面を含む環境の変化が

あげられる。少子化や大学の基盤的経費の削減

傾向などの影響により、わが国の大学全体が、

厳しい環境に置かれるようになった。それに伴

い、私立の大学のみならず、国公立の大学間で

の競争も厳しさを増しているのだ。これらの変

化に伴い、大学図書館における役割や求められ

ているものも変化した。学生は、より自発的な

学習や実践の必要性が重視され、インターネッ

ト等の情報環境に対応できる知識やスキルを身

に付けることが求められるようになった。大学

図書館にもその支援の「場」の提供や図書館職

員等による学習支援が期待されるようになった

のである。そして、この変化したニーズに応え

るために生まれた答えの 1 つが、ラーニング・

コモンズである。ラーニング・コモンズは「複

数の学生が集まって、電子情報も印刷物も含め

た様々な情報資源から得られる情報を用いて議

論を進めていく学習スタイルを可能にする「場」

を提供するもの。その際、コンピュータ設備や

印刷物を提供するだけでなく、それらを使った

学生の自学自習を支援する図書館職員によるサ

ービスも提供する」と定義されている。筆者の

所属している千葉大学内の千葉大学附属図書館

においては、ラーニング・コモンズの機能を含

んだ「アカデミック・リンク」という学習環境

が整備されている。しかし、ラーニング・コモ

ンズが設立されるようになってきたその一方で、

その役割がしっかりと果たされているのか疑問

視されている。ラーニング・コモンズを提供す

る側と利用する側になにかしら差異が生じてい

る可能性があることが推測される。	
 

2.研究の目的と方法	
 

本研究は、千葉大学附属図書館を例に調査する

ことで、大学図書館におけるラーニング・コモ

ンズの現状をより明らかにすることを目的とす

る。特に、ラーニング・コモンズ本来の目的や

狙いと、実際に現場で利用する学生の目的や利

用方法の間で、差異があるか否かを明白にする。	
 

	
 主な研究方法は以下の 2 つである。千葉大学に

通う 1～4 学年の学生 59 名へ、千葉大学附属図

書館のラーニング・コモンズの利用に関するア

ンケート調査を実施する。また、千葉大学附属

図書館職員へのインタビュー調査も行う。	
 

3.アンケート調査の結果	
 

アンケート調査は千葉大学の 1 年生 16 人、2 年

生 19 人、3 年生 20 人、4 年生 4 人に調査を行っ

た。まず分かったことは、ラーニング・コモン

ズ自体を知らない学生が 44 パーセントもいた

ことである。また、一定の学生は、サークルに

関することでラーニング・コモンズを利用して

いるおり、必ずしも学習目的ではないことが分

かった。ラーニング・コモンズを利用して、普

段よりも学習効果が上がることを実感している

学生はそれ程多くなかったが、実際にテストの

結果としては良いものが出た経験のある学生は



多かったため、学習効果としては良い影響をも

たらしているのだろうと推測される。次に分か

ったのは、ラーニング・コモンズの利用中に勉

強に関係のない話題で盛り上がったことがある

学生が一定数おり、そういったものも含めて、

図書館で勉強中に、ラーニング・コモンズの話

し声を迷惑に感じている学生もいることである。

勉強に関係のない会話をすることは良い息抜き

になるが、そのまま会話が盛り上がってしまう

と、ラーニング・コモンズが単なる学生の談話

スペース、コモンズとなってしまうし、ラーニ

ング・コモンズは、その利用者にとってだけ良

い環境であれば良いというわけではないはずで

ある。ただ、改善点はあるものの、千葉大学に

ラーニング・コモンズの必要性を感じている学

生は多いようであった。	
 

4.インタビュー調査の結果	
 

千葉大学附属図書館職員にインタビューを行

った。ラーニング・コモンズが設立された理由

は、千葉大学として「自ら考える学生」を育て

ようとする動きがあるからであった。これは、

千葉大学に限らず、他の大学、他の環境でも同

じ動きが認められる。千葉大学としては、ラー

ニング・コモンズを利用する学生に対して、特

に要望やリクエストといった概念はないという

ことだった。ラーニング・コモンズを利用して

「自ら考える学生」に近づくのであれば、その

過程を注視はするものの、注文はつけないとい

うことである。よりよいラーニング・コモンズ

を提供していくためにも、学生の利用の仕方を

観察している段階であるといえる。また、ラー

ニング・コモンズの設置目的が分からない学生

も一定数いるということや、千葉大学において

はサークル活動を学習の一種とみなしていると

いうことも分かった。他にも、ラーニング・コ

モンズの設置如何によって、学習効果がでたの

か、目的は果たされているのかを明白にするこ

とは難しいことも分かった。ただ、図書館の利

用者数が増大したという点にフォーカスすると、

図書館不要論、電子図書館論をはねのけるとい

う役割は果たしているようである。	
 

5.本研究のまとめと結果	
 

まず、1 点目として、ラーニング・コモンズ

が自分の所属する大学の附属図書館にあるにも

関わらず、その存在や利用価値を知らない学生

が多いという現状が挙げられる。大学図書館と

しては、ホームページだけではなく、twitter

などのソーシャル・ネットワーキング・サービ

ス、紙媒体等を使い、多方向から広報すること

が必要だと感じた。2 点目に、ラーニング・コ

モンズは、図書館に「場」としての価値を生み

出し、それに伴い一定の需要効果をもたらして

いることが分かった。様々な情報資料、人的支

援、複数の学生が集い学習を進めていける空間、

これら 3 つを同時に利用できる環境が、今まで

にはなかったからだろう。3 点目として、学生

のテストの結果から、ラーニング・コモンズは

学習効果として一定の効果があることも分かっ

た。いくら悩んで考えたり、解説を読んだりし

ても、理解に時間かかる、または、理解できな

い問題は存在するだろう。専門的なことを学ぶ

機会が多い大学では、その頻度も増す。そんな

時にラーニング・コモンズという場で、他者か

ら教わったり、他者と話し合ったりすると、理

解が進むなどし、効果が出るのだろう。また、

会話というかたちで、考えを声に出し、耳で聞

くことで、学習したことが印象に残りやすくな

るのではないか。4 点目に、ラーニング・コモ

ンズ本来の目的や狙いと、実際に現場で利用す

る学生の目的や利用方法の間で、差異があるか

否か分かった。千葉大学においては、ラーニン

グ・コモンズをサークル活動の場として活用す

ることを学習の一環とみなしているという点、

ラーニング・コモンズを利用する大学生に対し

て具体的な要望がないという点から、そこに大

きな差異はないと結論付けられる。しかし、こ

れは上記 2 つの条件下のもとでのことであり、

他の大学図書館におけるラーニング・コモンズ

を、これと同様に扱うことはできない。	
 

6.今後の課題	
 

まず 1 点目であるが、ラーニング・コモンズ

を広めていくための方法を模索することである。

学生たちにその存在や価値を広めることは、時

代のニーズに応じることのできる学生をより多

く育て、ラーニング・コモンズの目的を果たす

ことにつながるだろう。2 点目に、サークル活

動は、学習の一環とみなすべきか否かを明確に

することである。定義付けを行いたい。これに

より、学生の利用方法や学習効果の見方などが

変化してくるからである。3 点目として、他の

大学図書館におけるラーニング・コモンズの調

査を挙げたい。今回は筆者の所属する千葉大学

附属図書館のみを調査したが、他の大学図書館

をいくつか調査し、それらを比較することで、

新たな課題・発見があるはずである。4 点目と

して、授業を行う教授・先生・講師にラーニン

グ・コモンズについてどのように考えるか、ま

た授業と連携することで、具体的にどのような

効果が生まれるのか調査したい。日本における

ラーニング・コモンズは、授業との連携が非常

に少ないことが分かったが、この点の原因解明

も兼ねて行いたい。	
 


